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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、セリン／スレオニンタンパク質ホスファターゼ4複合体の調節サブユニットである。この複合体は、効率的なDNA二本鎖切断修復に必須であることに加え、中心体における微小管の組織化とスプライセオソームsnRNPのプロセシングにも関与する。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2015年12月]、機能：セリン／スレオニンタンパク質ホスファターゼ4（PP4）の調節サブユニット。中心体微小管形成中心におけるPPP4Cの活性を調節する可能性がある。SMN複合体との相互作用によりsnRNPの時間的局在が促進されることから、PPP4CがスプライセオソームsnRNPの成熟に関与していることが示唆される。 PPP4C-PPP4R2-PPP4R3A PP4複合体は、DNA複製中に生成され、DNA二本鎖切断修復に必要な、'Ser-140' がリン酸化されているH2AFX（γ-H2AFX）を特異的に脱リン酸化します。,配列注意：コンタミネーション配列。ポリA配列の可能性があります。,類似性：PPP4R2ファミリーに属します。,サブユニット：セリン/スレオニンタンパク質ホスファターゼ4（PP4）は、触媒サブユニットと1つ以上の調節サブユニットの異なるアセンブリで存在します。PP4複合体PPP4C-PPP4R2、PPP4C-PPP4R2-PPP4R3A、およびPPP4C-PPP4R2-PPP4R3Bの構成要素です。PPP4C-PPP4R2複合体は、2分子のPPP4Cと2分子のPPP4R2からなる四量体であると考えられます。 DDX20/GEMIN3およびGEMIN4と相互作用する。,組織特異性:広く発現する。,
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	PPP4R2抗体を用いたK562細胞およびCOS7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PPP4R2 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	PP4R2ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

